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１，はじめに 

 本校の５年生は総合学習として「仕事調べ」を行った。キャリア教育の一つとして計画し，個人の調

べ学習と，全体での学習を行った。この全体での学習の中に，「道路をつくる仕事」「自動車をつくる仕

事」「電気をつくる仕事」を取り上げ，社会見学を行ったり，出前授業を受けたり，体験学習をしたりし

て，実践を行った。今回は，この中の「電気をつくる仕事」を中部電力 公募型エネルギー・環境教育プ

ログラム開発のご支援をいただき，より充実した授業になるよう，取り組みを進めた。 

 本来，発電のしくみは，小学校６年生理科で学習する内容であるが，本校では，６年生の春の社会見

学は奈良へ，秋の修学旅行は京都へと計画しているため，６年生で発電所の見学に行くことができない。

そこで，５年生の社会見学に発電所の見学を取り入れ，６年生の理科の学習に効果的に活かせることを

ねらい，本実践を試みた。 

 

２，取り組みの計画 

 「電気をつくる仕事」では次のように計画を立てた。 

１０月 ７日（月） 

～ 

１０月２４日（木） 

 

① 計画の説明 事前調べ学習 

１０月２５日（金） ② 中部電力出前授業 「発電所のしくみ」５年Ａ組，５年Ｃ組 

１０月２８日（月） ② 中部電力出前授業 「発電所のしくみ」５年Ｂ組 

１１月 １日（金） ③ 社会見学 「川越火力発電所」「テラ４６」 

１１月 ５日（火） 

～ 

１１月２９日（金） 

④ 新聞でのまとめ 

⑤ 新聞交流 

⑥ 冊子作り 

 ②の取り組みは，中部電力の出前授業を活用し，社会見学の事前授業として各クラス２時間の授業を

計画した。また，③は社会見学の半日をあて，発電所内部・ＬＮＧガス保管タンク・ＬＮＧ船の見学を，

またエネルギーの学習をするための施設テラ４６での学習を計画した。 

 

３，実際の取り組み 

 ① 出前授業について 

  出前授業は，中部電力三重支店杉崎隆さんを特別講師とし 

 て招き，子どもたちに発電所のしくみと電気をつくる仕事に 

ついて，９０分間の学習を行った。具体的な学習は，以下の 

ように進められた。 

  授業の前半で，杉崎氏は，「中部電力は，どのような仕事を 

していると思いますか」と尋ねた。多くの子どもたちは，「電 

気をつくっています」と答えたが，杉崎氏は，「電気をつくっ 

ているだけでなく，電気を届けている仕事も大切な仕事です」 

と話を始めた。簡単な自己紹介と会社紹介が終わった後，「電 

 
① 電化製品の分類をしている様子 

② ブランコの実験の様子 

 



気にはどんな力があるのでしょうか」という課題を考えさせて 

いった。その課題を解決するために，身近な電化製品の分類を， 

全員で行った。（画像①）具体的には，エアコン，炊飯器，冷蔵 

庫，電子レンジ，トースター，ホットカーペットは電気の力を 

熱に変えて使っていること，掃除機，扇風機，洗濯機は電気の力 

を動力に変えて使っていること，テレビ，ラジオ，パソコン，携 

帯電話，ＣＤプレーヤーは電気の力から情報を得ていること，蛍 

光灯は，電気の力を光に変えて使っていることを，全員で話し合 

いながらまとめていった。 

  授業の後半は，電気の発生するしくみをブランコの実験で学習 

した。（画像②）子どもたちは，コイルと磁石で電気が発生する 

しくみを，検流計が動くことで確かめた。子どもから，「自転車 

をこいで，電気をつくる実験をしたことがあるのですが，同 

じしくみですか」とう質問が出る場面もあった。なぜ，電気が 

流れるのか，とても不思議そうにしていたが，実験から，コイ 

ルが磁石の間を動くと，電気ができるということを理解した様 

子であった。 

次に，（画像③）コイルと磁石でできた手回し発電機を使い， 

自分たちで実際に豆電球を点灯させた。磁石の中でコイルを回 

転させると発電すること，そして，早く回すと豆電球は強く光り，ゆっくり回すと，豆電球はつかな

いことを学び，電気を作ることはとても労力がいることを体験した。最後の実験として，火力発電所

の模型を使い，演示実験で，火力発電所のしくみを観察した。（画像④⑤）圧力鍋に水を入れ，ガスコ

ンロで熱して，水蒸気を発生させる。その水蒸気を羽根車（タービン）にあて，羽根車の回転する力

により，これまで実験で学んだ磁石の中でコイルが動くことで発電し，ＬＥＤライトが点灯すること

を確認した。この実験を観察した子どもたちは非常に驚き，「火力発電所は，これよりももっと大きな

機械が動いているのですか」「実際の発電所に行って，大きな発電機を見るのが楽しみです」という感

想を述べる子どもがいた。最後に，「いつも，電気を使う量と，発電する量のバランスが取れていない

と停電してしまいます。電気はためておくことができないので，よく調節しながら発電して，送るこ

とが大切なんです」と述べ，授業をまとめた。 

 ② 社会見学について 

  １１月１日（金）川越火力発電所とテラ４６の社会見学を行った。子どもたちを２つの班に分け，

施設の方から説明を受けながらの発電所内見学，テラ４６の自由見学を交互に行った。しっかり時間

を取れたため十分に学習することができた。発電所とテラ４６の見学は以下のような様子であった。 

 

 

 

 

 

 屋上からの施設全体の見学       巨大な煙突         到着していた LNG船 

 

 
③ 手回し発電機の実験の様子 

 

④ 模型での演示実験の様子 

 

⑤ 火力発電所の模型 

   



 

 

 

 

 

 屋上から，タンクの見学     タービン建屋の見学       クイズを交えての見学 

 

 

 

 

  LNG船を模型で学習       中央制御室の見学         楽しいお弁当 

 

 

 

 

  テラ４６での学習風景１    テラ４６での学習風景２    テラ４６での学習風景３ 

③ 子どもたちのまとめ新聞について 

  子どもたちは，「道路をつくる仕事」「自動車をつくる仕事」「電気をつくる仕事」の中から興味・関

心を持った仕事を一つ選び，新聞にまとめていった。そして，その新聞を使い，クラスで発表会をし

た。子どもたちの学びは，それぞれであったが，多くの子どもたちに共通した内容は，実際に社会見

学で感じてきた感動，事前学習で得た新たな知識，体験学習をしたりして自らの体で学んだことであ

った。川越火力発電所についてまとめた新聞のいくつかを，巻末に資料として添付する。 

 

４，実践のまとめ 

 出前授業と発電所見学の終了時に，自由記述形式でアンケートを書かせた。それらを集計すると，興

味深い学びができていたことが分かった。１クラス３７人のアンケートの自由記述から，書かれていた

キーワードの個数を集計する形で，棒グラフに表すと，次のようになる。（複数回答あり。縦軸は個数を

示す。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

   

 

出前授業後の子どもたちのアンケートから 



 出前授業後のアンケート結果から，注目したい項目は次の３点である。 

 ① 実験を通した学びは印象が強く残っている。 

 ② 知らなかった知識，「送電の苦労」「電気は貯められない」という記述に驚きの感想を書いている

子どもがいる。 

 ③ 学んだことを総合的に考えて，電気を大切に使わなくてはいけないという節電の考えを持った子

どもがいる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発電所見学後のアンケート結果から，注目したい項目は次の３点である。 

 ① 多くの子どもが実際に見学した時の驚きを記述している。 

 ② 発電所の緑化対策や安全対策に肯定的な意見の記述が多い。 

 ③ 節電を心がけること，資源を大切にすることを合わせると，１番多い記述になる。 

 

 これらのことから「電気をつくる仕事」の学習で，子どもたちが効果的に学べたとことは，「実験を取

り入れた学び」「実際に見学することの感動と印象」「発電所が心がけている安全対策への安心」「環境を

大切にしたいと思う心情」「資源の節約，新たな発電を考えること」「積極的な節電をする」と考える。

また，冒頭に記載したとおり，本学習は６年生理科で扱われるが，５年生段階でも，総合学習として取

り上げ体験的に学習を進めていけば，とても効果的な学習となることが分かった。 

 

５，おわりに 

 感想の中に，「なぜ中部電力は原子力発電所を止めているのかわからない」という記述が４件あった。

これは，「火力発電には燃料を輸入しなければいけないので，お金がかかってしまう」「中部電力は，原

発を止めているので赤字が続いている」という話に，影響されたものであろう。この２つだけを考える

と，子どもたちの感想には納得するが，同時に「なぜ原発は止まっているのか」「なぜ再稼働できないの

か」という社会問題を理解していないことが分かる。今回は，扱わなかった内容であるが，今の社会問

題の学習も十分に行い，発電所の見学を行えれば，子どもたちはもっと考えながら見学できたであろう。

これからのエネルギー教育は，特定の発電方法だけでなく，総合的な発電の学習が行われることが必要

になってくると感じた。この学習のプログラムは今後の課題としていきたい。 

 

発電所見学後の子どもたちのアンケートから 



６，資料（子どもたちがまとめた新聞） 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 


